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Gated SPECT は，Germano らのソフトウエアの

開発と併せ，心筋血流および心機能を同時に，し

かも定量的に評価できる手法として発展してき

た．とりわけ，Evidence-Based Medicine 時代にお

いて各種心疾患の診断のみならず，治療効果の判

定や予後評価においてその有用性から臨床的に定

着することが期待されている．しかし，Gated

SPECT がどの施設でも普遍的に用いられるために

は，機種，製剤の差異のみならず，データ収集，

処理においても，なお解決すべき点が残ってい

る．また，Gated SPECT の臨床応用に際しても心

機能諸値の精度に与える因子のみならず，どのよ

うな病態に有用なのか十分にはコンセンサスが得

られていない．

本ワーキンググループでは，Gated SPECT のガ

イドラインの作成をめざして，第 1 に Gated SPECT

に関するアンケート調査を行い，その現状を把握

する．第 2 にデータ収集，処理や臨床応用などの

それぞれの項目におけるガイドラインを作成す

る．このことにより，心臓核医学検査の質的向上

をはかることができる．最終的にこれらのガイド

ラインを基準にして各種介入試験などのメガトラ

イアルの評価法としても確立されることを望んで

いる．


